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1. は じ め に 

児童生徒向けの１人１台の端末と，高速大容量の通

信ネットワークを一体的に整備する GIGA スクール構

想が急速に進んでいる（文部科学省 2020）．これによ

り，全ての学校で ICT 環境が整備される．このような

過渡期では，具体的な活用法を把握できず，制度設定

をするのが困難である．高橋ほか（2021）は，これま

で ICT 環境の地域差が大きかったことを踏まえ，効果

的な活用法の普及が次の課題であると述べている．  

児童が１人１台の端末（以下，PC）を活用した授業

に関する研究について，清水（2014）は，2010年代初

頭の PC を活用した授業を概観し，効果や課題を述べ

ている．これらの授業が行われた当時の ICT 環境は，

無線 LAN や授業支援システムの活用が中心であった．

一方，今後は，それらに加え，授業でワープロソフト

などのファイルを共同編集するなど，汎用のクラウド

活用を前提としている点に，従来との違いがある． 

しかし，クラウド活用を伴う児童の PC 活用に関す

る知見は，いまだ蓄積が不十分である．特に，多くの

学校では2021年度からこれらの環境が整備されている

ため，活用が日常化している学級における児童の PC

活用に関する知見が不足していると考える． 

知見の蓄積の初期においては，活用が日常化した学

級が多くないことから，まずは先行して取り組んでい

る学級の，授業における児童の PC 活用の特徴を明ら

かにすることが必要と考えた．高橋ほか（2021）は，

2010年代初頭の PC 活用の特徴に，全く別の学習活動

が生み出されるというより，PC を活用しない授業と

同様の学習活動がみられ，その質や利便性を向上させ

ようとしていたことを挙げている．そこで，まずは授

業の構成要素を明らかにし，各要素の学習活動と PC

活用との関係の検討から，児童の PC 活用の特徴を明

らかにする． 

本研究では，日常的に PC を活用している小学校の

学級を対象とし，ある授業を事例に，児童の PC 活用

の特徴を明らかにすることを目的とする． 

児童のクラウド活用を伴う PC 活用の特徴が明らか

になれば，今後の教育実践や研修の内容と方法を検討

する際に有用な資料となる点で意義があると考える． 
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2. 方     法 

2.1. 対象 

日常的に PC 及びクラウドを活用している学級の，

授業における児童の PC 活用の特徴を明らかにするた

めに，「環境が整備されていること」，「活用が日常化し

ていること」を満たす次の条件に当てはまる小学校の

学級を探した． 

１）１人１台端末環境であること． 

２）クラウドを活用した授業をしていること．具体的

にはメールやチャットなどのコミュニケーションツ

ールや，ファイルの共同編集機能など，クラウドを

活用した学習ツールを制限なく活用していること． 

３）日常的に，学校生活全般で活用していること．具

体的には，毎日・毎時間のように PC を活用してお

り，授業のみならず学級活動などでも活用している

こと． 

４）キーボード操作など、児童に基本的な PC の操作

スキルが学習に支障がない程度に身に付いているこ

と． 

以上に該当した学級はまだ少なかったが，公立 A 小

学校（以下，A 小）の１学級を見つけることができた．

A 小では GIGA スクール構想により１人１台端末環境

が整備される以前から，学年に１クラス分程度の PC

がある環境で PC を活用した授業を実践してきており，

児童は PC 活用に慣れていた．担任教員も，A 小にお

いて ICT 活用を促進する立場にあり，ICT 活用指導に

慣れていた．当該学級は，クラウド活用に制限は加え

られていなかった．また，PC を毎日授業で活用して

いるほか，授業外の時間でも，カレンダーソフトを用

いて学習の計画を行っていた．係活動や委員会活動に

おける連絡には，メールやチャットを活用していた． 

2020年の10月23日に実践された１授業（社会科）を

対象とした．１人１台端末環境が整備されてから約２

ヶ月後の実践である．わずか１事例に過ぎないが，条

件を満たす学校は全国的にも少ないと考えられること

や，今後，全国的な調査を行う準備として，１事例で

も詳細に分析することには意義があると考えられる． 

2.2. 調査・分析の方法 

４台のカメラにより授業を観察した．１台は，教室

後方から全体を撮影した．他の３台は，著者３名が手

持ちで，児童の PC 操作を中心に撮影した．なお研究

の目的や取得データ，個人情報の遵守について事前に

学校に説明し，個人情報の取り扱いには十分留意した． 

柴田（1999）は，授業を構成する要素として「分節」

を挙げている．本研究では，授業の構成要素と各要素

における学習活動を明らかにするために，学習活動の

性質が変わる場合を境目として授業の分節化を行った．

ICT 活用の実践研究に関わってきた学生２名，研究者

１名で記録したビデオを視聴し，授業を分節化した． 

さらに，分節ごとに，以下の３点を記録した． 

①授業形態：「一斉」，「グループ」，「個別」に分類した． 

「一斉」は，一斉に活動している，「グループ」は，

複数人で活動している，「個別」は，個々に活動して

いる場合とした． 

②PC 活用の方法：PC が活用されていた場合に，授業

の映像をもとに，児童の PC 活用の方法を記した．

例えば，児童が PC 画面を見せながら，話し合いを

行っていた場合，「PC 画面を見せる」と記した． 

③学習ツール：使用が確認された学習ツールについて

記録した．教科書やノートなどの使用が確認された

ときも，ここに記録した． 

なお，①，②については，分節内に複数の授業形態，

PC 活用がみられた場合，重複を認めた． 

3. 結     果 

3.1. 授業の概要 

授業の目標は，「織田信長や豊臣秀吉の天下統一に向

けた働きについて知る」ことであった．分節化した結

果，８つの分節に分けられた．結果を表１に示す． 

各分節の学習活動はそれぞれ，「課題の確認」，「既習

の確認」，「本時の活動の確認」，「情報の収集・整理」，

「情報の共有・整理」，「情報の整理の要点の確認」，「情

報の収集，情報の共有・整理」，「振り返り」であった． 

観察した授業では，PC の操作に関する児童からの

質問や教員の操作方法の説明は行われなかった．また，

児童は学習に支障のない程度の文字入力等の PC の操

作ができており，PC やクラウドの活用に慣れている

ことを確認できた． 

①授業形態は，「一斉」，「グループ」，「個別」が３分

節ずつであった．②児童の PC 活用は，全ての分節で

確認された．最も多い活用方法は「共同編集」（５分節）

であった．③学習ツールは，ラーニングマネジメント

システム（以下，LMS），ホワイトボードソフト（以下，

WBS）などが活用された．教科書やノートは，一部の

分節でこれらと併用して活用された． 

3.2. 各分節の詳細 

分節ごとに，分節の詳細およびその中で PC が活用
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された学習活動を示す．そして，①授業形態，②PC

活用の方法，③学習ツールをまとめる． 

(１)分節１：課題の確認 

・ 分節の詳細：当番の児童が，本時の課題，目標，

学習の流れを発表し，他の児童は，発表を聞いて

一斉にノートに課題を書いた． 

・ PC 活用：課題を確認するため，LMS を開いた． 

①一斉，②LMS を見る，③LMS，ノート 

(２)分節２：既習の確認 

・ 分節の詳細：複数人で教科書や PC の場面を見せ

ながら，既習の学習内容を確認し合った． 

・ PC 活用：既習を確認するため，過去の活動の記

録である LMS，WBS，表計算ソフトを開き，PC

の画面を見せながら確認をし合った． 

①グループ，②PC 画面を見せる，③LMS，WBS，

表計算ソフト，教科書 

(３)分節３：本時の活動の確認 

・ 分節の詳細：教員から一斉に，本時の学習活動を

聞いた．その後，情報の収集のための資料として，

教科書と学校放送番組を準備した． 

・ PC 活用：情報の収集の準備のため，学校放送番

組を検索した．早く HP に到達した児童が学校放

送番組のリンクを共有する際に LMS を活用した． 

①一斉，②検索，HP のリンクを共有，③LMS，検

索ソフト，教科書，学校放送番組 

(４)分節４：情報の収集・整理 

・ 分節の詳細：個々に教科書から情報を収集し，

WBS に整理した． 

・ PC 活用：情報の整理のため，WBS を活用した．

WBS は，他の児童と共同編集されており，３名程

度の児童で情報を整理した． 

①個別，②共同編集，③WBS，教科書 

(５)分節５：情報の共有・整理 

・ 分節の詳細：複数人で教科書や PC の画面を見せ

ながら情報を共有し，WBS に整理した． 

・ PC 活用：情報の共有のため，WBS の画面を見せ

ながら話し合った．情報の整理のため，WBS を活

用した．なお，WBS を共同編集している児童と，

話し合っている児童は異なっていた． 

①グループ，②PC 画面を見せる，共同編集，③

WBS，教科書 

(６)分節６：情報の整理の要点の確認 

・ 分節の詳細：教員から一斉に，情報を整理する際

に重要な観点を聞いた．その後，提示された観点

から適切に情報が整理できているかを一斉に確

認した． 

・ PC 活用：情報の整理の要点を確認するため，WBS

を開き，補足した． 

①一斉，②共同編集，③WBS 

(７)分節７：情報の収集，情報の共有・整理 

・ 分節の詳細：複数人で教科書や PC の画面を見せ

ながら情報を共有し，WBS に補足した．個々に情

報を収集・整理しなおす児童も複数名いた． 

・ PC 活用：情報の収集のため，分節３で LMS を通

して共有されたリンクから学校放送番組を視聴

した．情報の共有のため，WBS の画面を見せなが

ら話し合った．情報の整理のため，WBS を共同編

集した． 

①グループ，個別，②学校放送番組を見る，PC

画面を見せる，共同編集，③LMS，WBS，教科

書，学校放送番組 

(８)分節８：振り返り 

・ 分節の詳細：個々に，本時の学習活動を振り返り，

表計算ソフトに振り返りを書いた． 

・ PC 活用：振り返りを，表計算ソフトに記入した．

本時の学習を振り返るため，WBS を活用した．表

表１ 分析した授業の授業過程 
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計算ソフトのファイルは，児童全員で共同編集さ

れており，他の児童の振り返りや，過去の授業の

振り返りが見られるようになっていた． 

①個別，②共同編集，③WBS，表計算ソフト，教

科書 

4. 考     察 

各分節の学習活動は「課題の確認」「情報の収集」な

ど，PC 活用そのものを目的とした活用はみられず，

PC を活用しない授業と同様の分節から授業が構成さ

れていた（表１）．PC 及びクラウド活用が日常化した

学級の授業であっても，例えば PC やクラウドの活用

を目的とするような新しい学習活動はみられなかった． 

PC は，全ての分節で活用された．児童は，キーボ

ードによる文字入力等の基本的な操作を習得しており，

PC の操作に関する児童の質問や教員の説明は行われ

なかった．本研究の分節が PC を活用しない授業と同

様の要素から構成されていたこと，全ての分節で PC

が活用されていたことは，児童が PC を学習の道具と

して活用できたことが前提となっていた可能性がある． 

分節の学習活動と，PC 活用の方法との関係を検討

する．例えば，「既習の確認」（分節２）では，PC は

画面を見せながら話し合う際に活用されていた．過去

の学習活動の記録を見せ合うことで，既習の確認がし

やすくなる工夫がなされていたと考えられる．このこ

とから，PC は，学習活動の質や利便性を向上させる

ために活用されていることが示唆された．この点で，

2010年代初頭の PC 活用の特徴を明らかにした高橋ほ

か（2021）と同様の傾向であった． 

一方で，PC 活用の方法で最も多かったのは，クラ

ウド活用によるファイルの共同編集（５件）であった

（表１）．共同編集は，「本時の活動の確認」（分節３）

の後，全ての分節で行われていた．例えば，「情報の収

集・整理」（分節４）では，「個別」の授業形態で情報

を収集しながら，WBS を複数の児童と共同編集し，情

報を整理していた．「情報の共有・整理」（分節５）で

は，「グループ」の授業形態で，整理した情報を話し合

いながら，話し合っている児童とは別の児童と WBS

を共同編集していた．共同編集は，クラウド上で行わ

れるため，授業形態に関わらず行うことができる．ま

た，一般的な４名程度のグループでの学習活動より多

くの児童間で交流できる．複数の学習活動で共同編集

することで，多くの児童間で交流できる工夫がなされ

ていたと考えられる． 

5. まとめ及び今後の課題 

本研究では，日常的に PC を活用している学級の授

業を事例として，児童の PC 活用の特徴を明らかにし

た．授業を学習活動の変化を境目として分節化し，学

習活動と PC 活用の関係を検討した．結果，学習活動

の質や利便性を向上させるために PC を活用する点で

は従来の PC 活用の特徴と同様であったが，授業形態

に関わらず複数の学習活動でファイルを共同編集し，

多くの児童間で交流していた点が新たな特徴であった． 

また，児童がキーボードによる文字入力等，基本的

な PC の操作を習得し，PC を学習の道具として活用で

きたことが，本研究で対象とした授業の前提となって

いたことが考えられた． 

本研究では，日常的に PC を活用している学級が少

ないことから，複数の学級で調査を行うことに研究上

の限界があった．今後は，他の学級の授業でも同様の

傾向がみられるかを検討することが課題である．  
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